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【５号議案】 

 

かつしか社会福祉士会会則の改定案 
 

1. 会則改定の提案理由 
 

① 葛飾総合高校授業の受託や成年後見関連の講師派遣依頼等、会に寄せられる依頼

が大幅に増加している中で役員体制の拡充が必要となっているため。 

② 仕事や家庭の事情などで活動を急遽控えざるを得ない理事が出た時など、総会を

待たずに理事の補充が早急に必要となった場合に備えるため。 

 

2. 改定提案箇所について 
 

① 第３章 役員および役員会 第 5条 1項 

現行）  役員として理事６名以上１２名以内 

改定案）役員として理事６名以上１５名以内 

② 同２項 

現行）  役員は、本会の正会員で構成し、総会によって選出され承認を得る。 

改定案）役員は、本会の正会員で構成し、原則として総会によって選出され承認

を得る。但し、本会の運営上理事の補充が早急に必要になった場合には、

総会を待たずに役員会での承認をもって新役員を選任することができ

る。この方法によって役員を選任した場合には、ホームページに掲載す

る等の手段で会員に報告するものとする。 

 

以下の会則案では改定案部分を赤字で表記。 
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【2013（平成 25）年 5月 26日改正制定】 

【2016（平成 28）年 5月 14日改正制定】 

【2020（令和 2）年 8月 20日改正制定】 

 

かつしか社会福祉士会会則（案） 
 

第１章  総則 

（名称及び対象地区） 

第１条 本会は、かつしか社会福祉士会」（以下「本会」）という。 

２ 本会の対象とする地区は東京都葛飾区の行政地区とする。 

 

（目的） 

第２条 本会は、東京都葛飾区地区における社会福祉士としての専門性の研鑽と活動の向上、専門職

相互の連携などをはかるものとする。 

２ 本会は、公益社団法人東京社会福祉士会（以下「東京社会福祉士会」）の目的を尊重するものと

する。 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 社会福祉の援助を必要としている葛飾区民の生活と権利に関すること。 

（２） 葛飾区民への社会福祉に関する情報、知識及び技能の普及・啓発に関すること。 

（３） 葛飾区民への地域福祉サービスの推進と発展の支援に関すること。 

（４） 社会福祉及び社会福祉士の専門領域に関わる調査研究及び支援に関すること。 

（５） 社会福祉士の専門性の向上に関する支援及び資格制度の充実発展並びに普及・啓発に関する

こと。 

（６） その他本会の目的達成に必要なこと。 

 

第２章  会員 

（会員） 

第４条 本会の会員は、次に掲げる者とする。 

（１）正会員：東京社会福祉士会の会員であり、葛飾区地区内に住所又は勤務先等を有し、本会の目

的に賛同する者 

（２）準会員：東京社会福祉士会の会員又は準会員であって、本会の目的に賛同して会員となること 

を希望する者 

（３）賛助会員：本会の目的に賛同し、運営に協力する個人または団体 

２ 東京社会福祉士会の会員又は準会員でなくなった者は、かつしか社会福祉士会の会員でなくな

るものとする。 

 

第３章 役員及び役員会 

（役員及び役員会） 

第５条 本会に、役員として理事６名以上１５名以内、監事２名以内を置く。 

２ 役員は、本会の正会員で構成し、原則として総会によって選出され承認を得る。 

 但し、本会の運営上理事の補充が早急に必要になった場合には、総会を待たずに役員会での承認を

もって新役員を選任することができる。この方法によって役員を選任した場合には、ホームページ

に掲載する等の手段で会員に報告するものとする。 

また、役員のうちの監事については、正会員以外から選出することができる。 

３ 役員会は、理事によって構成され、理事の半数以上の出席で開催する。 

４ 役員会は、以下の役職者を理事の互選により選出し、総会の承認を得る。 

① 会  長    

② 副 会長 3 名以内 

③ 事務局長  

④ 会計理事 1 名 
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５ 監事は、必要により役員会に出席し意見を述べることができる。 

 

（職務） 

第６条 理事は、本会の適正な活動を図るため、以下の職務を行うこととする。 

（１） 本会の活動内容の企画、立案 

（２） 会員の意見を収集し、本会の活動に反映させること。 

（３） 本会の目的を達成するために必要な諸活動 

２ 監事は、本会の会計の状況、理事の業務の執行状況等を監査する。 

 

（任期） 

第７条 役員の任期は２年とし再任を妨げない。但し、補欠の役員の任期は前任者の残任期間とする。 

２ 役員の任期の算定は、当該年度の総会開催日の翌日から次次年度の総会開催日までとする。 

 

第４章 総会 

（総会） 

第８条 総会は、本会の意思決定機関であって、正会員で構成する。 

２ 総会は、定期総会及び臨時総会とする。 

３ 定期総会は毎年度の当初に開催し、臨時総会は随時開催し、会長がこれを招集する。 

４ 会長は、会員から、議事を明らかにして総会の開催の申し入れがあったときは、役員会に諮り、

必要と認めるときはすみやかに臨時総会を開催するものとする。 

（議長） 

第９条 総会の議長は、総会に出席した正会員の中から選出する。 

（議決） 

第１０条 総会の承認は、出席正会員の過半数で決するものとし、可否同数の場合は、議長が決する。 

 

第５章 会計 

（会計年度） 

第 11 条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日に終わる。 

（収入） 

第 12 条 本会の収入は、東京社会福祉士会地区活動助成金、その他で賄う。 

（特別会費） 

第 13 条 本会の経費に不足を生じた場合には、総会の議決により、会員に対し特別会費の納入を依 

頼することができる。 

(予算及び決算) 

第 14 条 本会の事業計画書及び予算書は、事業年度の定期総会において承認を得るものとする。 

２ 本会の事業報告書及び決算書は、会計年度終了後、監事の監査を経て翌年度の定期総会において

承認を得る。 

 

第６章 事務局 

（事務局の設置） 

第 15 条 本会は、運営上必要な業務を行うために、事務局を設置する。 

 

第７章 雑則 

（委任） 

第 16 条 この会則に定めるものの他必要な事項は、総会の議決を経て会長が別に定める。 

 

（付則） 

１ 本会の会計規程は、当分の間、東京社会福祉士会の会計規程を準用する。 

２ この会則は、2013（平成 25）年度の総会開催日の翌日から施行する。 

３ 本会の会則による当初の役員は、第 5 条の規程に関わらず社団法人東京社会福祉士会葛飾地区

会の役員であった者とし、その任期は、第 7条の規程に関わらず 2014（平成 26）年の定期総会開

催日までとする。 

（以上） 


